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◆志木市意見公募手続制度  
 
 市では、市の政策形成過程における市民参加の機会を確保するとともに、
行政運営の公正の確保と透明性の向上を図り、市民との協働によるまちづ
くりを推進することを目的に意見公募手続条例を平成２０年４月１日に制
定しました。  
 
 「意見公募手続」とは、市の重要な施策等を定める場合に、施策の素案、
関係資料等を広く公表し、市民等から意見の提出を受け、いただいた意見
を考慮して施策等を定めるとともに、それら意見に対する市の考え方を公
表する一連の手続のことです。  
 
 

 
  



○意見公募手続の概要  

 

◇意見を提出できる人  

 市内在住、在勤、在学者及び事業者、納税義務者、施策等に対する利  

害関係者を対象とします。  

 

◇対象となる施策等  

 (1) ア  市の基本的な制度を定める条例の制定・改定  

      「市政運営基本条例」、「男女共同参画推進条例」など  

     イ  市民等に義務を課したり、市民等の権利を制限する条例の制

定・改廃（ただし、金銭徴収に関する部分は除きます。）  

      「路上喫煙防止条例」、「ポイ捨て防止に関する条例」など  

 (2) 基本構想その他市の基本政策を定める計画の策定・改廃  

      「総合振興計画基本構想」、「環境基本計画」など  

 (3) 市民生活や事業活動に重大な影響を与える制度の制定・改廃  

       「開発指導要綱」、行政指導の指針の制定など  

 (4) 市の基本的な方向性を定める憲章・宣言の制定・改廃  

       「市民憲章」、「子ども憲章」など  

 (5) 公の施設の設置計画の策定・廃止・用途変更  

学校、公民館、図書館、保育園、公園などを設置する場合や廃止    

又は用途変更を行う場合  

  (6) その他実施機関が必要と認めたもの  

 

※  ただし、緊急を要するもの、軽微なもの、市に裁量の余地がないも     

の、法令により意見公募の手続を実施するもの等は除外します。  

 

◇施策案などの公表方法  

広報、市ホームページ及び公共施設等で施策等の素案や関係資料を公  

表します。  

 

◇意見の提出方法  

書面により、募集期間内（原則３０日）に、指定された場所又は郵

便、ファクシミリ、電子メール等で提出してください。  

 

◇提出した意見の取扱い  

全ての意見を考慮して、施策等を決定します。その後、意見の概要と

意見に対する市の考え方や修正内容を市ホームページなどで公表しま

す。  

また、年１回、各実施機関の実施状況を取りまとめ、公表するととも

に実施状況を検討し、改善等を行います。  

 

 



 志木市意見公募手続条例（平成２０年志木市条例第２号）第９条の規定

に基づき公表するものです。  

 

令 和 ４ 年 度 意 見 公 募 を 実 施 し た 案 件 

案  件  名  募集期間  提出意見数  担当課  

志 木 市民 サ ー ビ ス ス テ ー ショ

ン設置方針（案）  

令和 4 年  

6 月  1 日（水）  

～令和 4 年  

6 月  30 日（木）  

1 件  

（ 1 人）  
総合窓口課  

個人情報の保護に関する法律

の改正に伴う志木市の考え方  

令和 4 年  

8 月 19 日（金）  

～令和 4 年  

9 月 20 日（火）  

7 件  

（ 3 人）  
市政情報課  

志 木 市中 心 市 街 地 活 性 化 基本

計画（素案）  

令和 4 年  

10 月  7 日（金）  

～令和 4 年  

11 月  7 日（月）  

2 件  

（ 2 人）  
産業観光課  

「 志 木市 地 域 共 生 社 会 を 実現

す る ため の 条 例 」 の 基 本 的な

考え方（案）  

令和 4 年  

11 月 21 日（月）  

～令和 4 年  

12 月 20 日（火）  

11 件  

（ 5 人 2 団体）  
共 生 社 会 推 進 課  

志木市地域防災計画（素案）  

令和 4 年  

  12 月 9 日（金）  

～令和 5 年  

1 月 7 日（土）  

4 件  

（ 1 人）  
防 災 危 機 管 理 課  

志 木 市一 般 廃 棄 物 処 理 基 本計

画（素案）  

令和 4 年  

  12 月 9 日（金）  

～令和 5 年  

1 月 7 日（土）  

0 件  環境推進課  

志 木 市ペ ッ ト 霊 園 の 設 置 の許

可等に関する条例の一部改正  

令和 4 年  

  12 月 9 日（金）  

～令和 5 年  

1 月 7 日（土）  

0 件  環境推進課  

第 3 期志木市スポーツ推進計

画（素案）  

令和 5 年  

  1 月 12 日（木）  

～令和 5 年  

2 月 14 日（火）  

2 件  

（ 1 人）  
生涯学習課  



「志木市民サービスステーション設置方針（案）」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和４年６月１日（水）から令和４年６月３０日（木）まで  

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、総合窓口課、柳瀬川駅前出張所、志木市役所出張所

（仮設）、いろは遊学館、宗岡公民館、宗岡第二公民館、柳瀬川図書館、    

いろは遊学図書館、市民会館  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

1 人  ０人  1 件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No.  公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 

市

民

の

文

化

・

芸

術

活

動

の

場

の

確

保  

サ ー ビ ス ス テ ー シ ョ ン に 、 文

化 ・ 芸 術 活 動 の 場 を 確 保 す る

こ と は 大 事 な こ と だ と 思 い ま

す が 、 駅 チ カ の 利 便 性 の 良 い

場 所 を 、 文 化 ・ 芸 術 に 限 定 す

る の は 、 と て も も っ た い な い

と 思 い ま す 。 環 境 ・ エ コ ・ 防

災 の 普 及 啓 発 の た め の イ ベ ン

ト や フ ォ ー ラ ム を 開 催 で き る

よ う な 場 と し て も 利 用 で き る

よ う に な る と 良 い と 思 い ま

す 。 環 境 ・ エ コ ・ 防 災 に も っ

と 目 を 向 け て 、 ど う し た ら 行

動 で き る か を 考 え 、 実 際 に 実

践 す る 必 要 が あ る と 思 い ま

す。  

 

１ ． 子 ど も た ち 、 様 々 な 知 識

を 持 つ 大 人 、 多 く の 経 験 を 持

つ 高 齢 者 が 自 発 的 に 集 ま っ

て 、 環 境 ・ エ コ ・ 防 災 に つ い

て 対 等 に 意 見 を 交 わ し 、 ア イ

志木市民サービスステーション

「 コ ミ ュ ニ テ ィ ス ペ ー ス つ つ

じ」は、市民の文化・芸術活動

の場の確保を目的として設置す

るものでありますが、一部の内

容に利用を限定するものではな

く、会議室や多目的室などを設

置し、市民の皆様のさまざまな

活動にご利用いただける施設運

営を考えております。  

また、同施設は多くの市民の皆

様 に ご 利 用 い た だ く 施 設 で あ

り、公平性に配慮する必要があ

ることから、乾燥させた野菜く

ずの収集ステーションなど、限

定した活動のための設置はでき

ないものと考えております。  

〇  



デ ア を 出 し 合 い 、 実 践 で き る

場所を提供する。例えば、  

１ ） 太 陽 熱 利 用 に つ い て 勉 強

し 、 ソ ー ラ ー ク ッ カ ー や 、 太

陽温水器などを作る。  

２ ） 各 家 庭 の 台 所 か ら 出 る 野

菜 く ず を 風 で 乾 燥 さ せ 、 こ れ

を 集 め て 堆 肥 に し 、 畑 に 使 用

す れ ば 地 球 温 暖 化 の 抑 止 に 効

果 が あ る の で 、 乾 燥 さ せ た 野

菜 く ず の 収 集 ス テ ー シ ョ ン に

しましょう。  

 

２ ． 市 内 の ボ ラ ン テ ィ ア グ ル

ー プ の 意 見 交 換 の 場 を 提 供 す

る 。 い つ も 同 じ 目 的 を 持 つ メ

ン バ ー で 集 ま る の で は な く 、

全 く 違 う 分 野 の 様 々 な グ ル ー

プ が 集 ま っ て 、 異 な る 価 値

観 、 別 の 角 度 か ら ア イ デ ア を

出 し 合 っ た り 、 協 力 し 合 う 場

にできれば良いと思う。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「個人情報の保護に関する法律の改正に伴う志木市の考え方」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和４年８月１９日（金）から令和４年９月２０日（火）まで  

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、市政情報課、柳瀬川駅前出張所、志木駅前出張所、

いろは遊学館、宗岡公民館、宗岡第二公民館、柳瀬川図書館、いろは遊

学図書館  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

３人  ０人  ７件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No.  公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 
全

般  

志 木 市 個 人 情 報 の 保 護 条

例 が 、 国 の 所 管 に な る の

は ど う し て な の で し ょ う

か ？ 今 ま で の も の で は 、

な ぜ い け な い の で し ょ う

か？  

こ れ ま で は 、 国 の 行 政 機 関 は 「 行

政 機 関 個 人 情 報 保 護 法 」 、 独 立 行

政 法 人 で は 「 独 立 行 政 法 人 等 個 人

情 報 保 護 法 」 を 根 拠 法 令 と し て 、

志 木 市 で は 「 個 人 情 報 保 護 条 例 」

を 根 拠 法 令 と し て 制 度 運 用 を 行 っ

ていました。  

こ の よ う に 異 な る 制 度 運 用 の 中 で

「 個 人 情 報 保 護 」 と 「 デ ー タ 流

通 」 を 両 立 す る た め 、 個 人 情 報 の

取 扱 い に つ い て 、 個 人 情 報 の 保 護

に 関 す る 法 律 を 規 定 す る と と も

に 、 全 国 的 な 共 通 ル ー ル も 規 定 さ

れました。  

○  

2 
全

般  

志 木 市 個 人 情 報 保 護 条 例

が 国 の 所 管 に な る と い う

意 味 が 理 解 で き ず 、 廃 止

に つ い て は 反 対 で す 。 こ

の 個 人 情 報 保 護 条 例 の 一

番 重 要 な 所 は 「 目 的 外 利

用 は し な い 」 と い う こ と

で す 。 市 民 は 行 政 を 信 用

利 用 及 び 提 供 の 制 限 に つ い て 個 人

情 報 の 保 護 に 関 す る 法 律 第 ６ ９ 条

に 規 定 が あ り ま す 。 同 法 第 ６ ９ 条

第 １ 項 に お い て 、 「 法 令 に 基 づ く

場 合 を 除 き 、 利 用 目 的 以 外 の 目 的

の た め に 保 有 個 人 情 報 を 自 ら 利 用

し 、 又 は 提 供 し て は な ら な い 」 と

規 定 さ れ て お り ま す 。 同 法 第 ６ ９

〇  



し て 個 人 情 報 を 預 け て い

ま す 。 国 の 所 管 と な っ

て 、 目 的 外 利 用 や 流 出 が

心配です。  

自 分 の 情 報 が 知 ら な い と

こ ろ で 、 他 の こ と に 利 用

さ れ て し ま う こ と を 心 配

します。  

 

条 第 ２ 項 に お い て 本 人 の 同 意 が な

け れ ば 目 的 外 利 用 は で き な い と い

う 例 外 規 定 が 設 け ら れ て お り ま

す。  

 

3 
全

般  

今 回 の 法 改 正 で 民 間 事 業

者 の 提 案 に 応 じ て 匿 名 加

工 を し て 情 報 の 提 供 す る

制 度 の 導 入 は 、 志 木 市 は

実 施 し な い こ と を 求 め ま

す。  

匿 名 加 工 情 報 の 提 供 制 度 に つ い て

は 、 当 分 の 間 、 都 道 府 県 及 び 指 定

都 市 に つ い て 適 用 す る 事 と さ れ て

い る た め 、 現 時 点 で は 本 市 に お い

て適用する考えはありません。  

○  

4 
全

般  

国 が 匿 名 加 工 情 報 の 制 度

を 義 務 と し て 全 国 自 治 体

に 押 し 付 け た 場 合 は 、 本

人 の 申 し 出 に よ る 個 人 情

報 の 利 用 を 拒 否 す る 権 利

を明記してください。  

 

匿 名 加 工 情 報 の 提 供 制 度 が 地 方 公

共 団 体 に 適 用 を 求 め ら れ た 場 合 に

は 、 国 と 同 じ 規 定 を 適 用 す る 事 と

な り 、 個 人 情 報 の 利 用 を 拒 否 す る

ことはできません。  

〇  

5 
全

般  

今 後 、 国 が 匿 名 加 工 情 報

の 制 度 を 義 務 と し て 自 治

体 に 求 め て き た 場 合 、 本

人 の 承 諾 を 求 め る こ と を

前 提 に し て 欲 し い 。 ま

た 、 一 律 に で き な い よ う

で あ れ ば 民 間 に 情 報 を 提

供 し た 時 、 希 望 す る 人 に

は 通 知 を す る こ と を 明 記

してください。  

 

「 匿 名 加 工 情 報 」 と は 、 個 人 情 報

を 特 定 の 個 人 を 識 別 す る こ と が で

き な い よ う に 加 工 し て 得 ら れ る 情

報 で あ っ て 、 当 該 個 人 情 報 を 復 元

し て 特 定 の 個 人 を 再 識 別 す る こ と

が で き な い よ う に し た も の で あ

り 、 個 人 情 報 に は あ た ら ず 、 本 人

へ の 通 知 を 義 務 付 け る こ と は デ ー

タ 流 通 に 影 響 を 及 ぼ す こ と に な る

た め 、 通 知 の 要 件 を 追 加 す る こ と

はできません。  

〇  

6 
全

般  

今 回 の 改 正 で は 、 志 木 市

情 報 公 開 ・ 個 人 情 報 保 護

審 議 会 の 役 割 が 変 更 さ れ

て い ま す 。 こ れ ま で は 、

「 個 人 情 報 の 取 り 扱 い に

関 す る 業 務 を 外 部 に 委 託

す る と き 、 利 用 目 的 以 外

の 目 的 の た め に 、 個 人 情

報 を 利 用 し 、 又 は 提 供 す

る 場 合 」 は 諮 問 す る こ と

が で き る と な っ て い ま し

た 。 今 回 の 改 正 で 「 施 行

条 例 の 規 定 を 改 正 し 、 又

類 型 的 に 「 業 務 委 託 」 等 に つ い て

諮 問 す る こ と は で き な く な り ま す

が 、 ご 意 見 を い た だ い た 「 施 行 条

例 の 規 定 を 改 正 し 、 又 は 廃 止 し よ

う と す る 場 合 」 や 、 個 人 情 報 を 含

む 業 務 を 外 部 委 託 す る 際 に 、 国 の

ガ イ ド ラ イ ン に 基 づ い た 遵 守 事 項

を 仕 様 書 や 約 款 な ど に 規 定 す る 際

に も 、 審 議 会 に 対 し て 諮 問 す る こ

とができます。  

こ の た め 、 安 全 管 理 措 置 と し て 個

人 情 報 の 取 扱 い に 関 す る 遵 守 事 項

等 を 規 定 し 、 個 人 情 報 保 護 の 体 制

〇  



は 改 廃 し よ う と す る 場

合 」 の み 諮 問 で き る と 限

定 さ れ ま し た 。 こ れ は 、

個 人 情 報 保 護 制 度 が 大 き

く 後 退 す る こ と に な り ま

す 。 従 来 通 り の チ ェ ッ ク

機 能 を し っ か り と 維 持 し

てください。  

 

を強化します。  

7 
全

般  

さ ま ざ ま な 市 の 仕 事 を 民

間 委 託 の 方 向 に 動 い て い

る こ と も 心 配 な 事 で す 。

大 事 な 個 人 情 報 を 勝 手 に

使われる事に反対です。  

個 人 情 報 を 含 む 業 務 を 民 間 委 託 す

る 場 合 に は 、 国 の ガ イ ド ラ イ ン に

基 づ い た 仕 様 書 や 約 款 等 を 整 備

し 、 個 人 情 報 の 取 扱 い に 関 し て の

遵 守 事 項 等 を 規 定 し 、 個 人 情 報 保

護の体制を強化します。  

○  



「志木市中心市街地活性化基本計画（素案）」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和４年１０月７日 (金 ) ～  令和４年１１月７日 (月 ) 

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、産業観光課、柳瀬川駅前出張所、志木駅前出張所、

いろは遊学館、宗岡公民館、宗岡第二公民館、柳瀬川図書館、いろは

遊学図書館、市民会館  

 

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

２人  ０人  ２件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No. 公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 
全

般  

「 昭 和 を 楽 し め る 街 、 志

木市」  

昭 和 が 遠 く な り つ つ あ る

今 、 昭 和 を 懐 か し む 声

が 、 あ ち ら こ ち ら か ら 聞

こ え て き ま す 。 戦 争 と い

う 黒 歴 史 も あ っ た け れ

ど 、 戦 後 日 本 が 高 度 成 長

期 を 迎 え て 活 気 に 満 ち あ

ふ れ た の が 昭 和 で あ り ま

し た 。 そ の 良 き 時 代 に タ

イ ム ス リ ッ プ で き る 街 づ

く り は 、 川 越 が 「 小 江 戸

川 越 」 と し て 観 光 地 に な

っ た の と 同 様 に 「 昭 和 を

楽 し め る 街 、 志 木 市 」

は 、 市 外 か ら の お 客 様 を

呼 び 込 み 志 木 市 全 体 が 活

気 を と り 戻 す き っ か け に

な る の で は な い で し ょ う

か。  

い ろ は 親 水 公 園 や 田 子 山 富 士 塚 を

は じ め と す る 中 心 市 街 地 エ リ ア 内

の 地 域 資 源 を 活 用 す る こ と は 、 市

外 か ら の 来 街 者 を 増 加 さ せ る た め

の 重 要 な 視 点 で あ る と 考 え て い ま

す 。 こ の 度 い た だ き ま し た ご 提 案

に つ き ま し て は 、 中 心 市 街 地 活 性

化 に 向 け た ア イ デ ア の 一 つ と し

て 、 今 後 、 個 別 の 具 体 的 事 業 を 実

施 し て い く う え で 、 参 考 と さ せ て

いただきます。  ○  



そ の 為 に は 、 小 手 先 で は

な く し っ か り 取 り 組 ん で

ほ し く て 、 具 体 案 を 別 紙

にまとめました。  

 

【別紙】  

① 駅 前 か ら 新 河 岸 川 親 水

公 園 ま で ボ ラ ン テ ィ ア ガ

イ ド に よ る 史 話 を 聞 き な

がら歩く。  

② そ の 道 中 に は 、 空 き 店

舗 や 空 き 家 、 空 き 地 を 利

用 し て 昭 和 を 楽 し め る 工

夫をする。  

１ ・ 昭 和 館 （ 運 営 は 老

人）入館料  

→ 昭 和 時 代 、 ど こ の 家 庭

に も あ っ た 物 を 寄 贈 し て

もらう。  

柱 時 計 、 茶 箪 笥 、 火 鉢 、

丸 テ ー ブ ル 、 そ ろ ば ん な

どを使い畳の和室  

→ 老 人 と 子 ど も の 遊 び 場

（屋内）  

お は じ き 、 お 手 玉 、 か る

た、将棋、囲碁  

→ 大 人 と 子 ど も の 広 場

（屋外）  

ゴ ム と び 、 な わ と び 、 石

ケ リ 、 ま り つ き 、 紙 芝

居 、 羽 根 つ き 、 こ ま ま わ

し、めんこ、道りゃんせ  

→ 昭 和 に 流 行 っ た 漫 画 コ

ーナー  

→ 昭 和 に 流 行 っ た ア ニ

メ、コマーシャル  

→ ポ ス タ ー 、 プ ロ マ イ

ド、 TV ドラマ（映画）  

→ 駄 菓 子 や 飲 物 販 売 （ お

せ ん べ い 、 か り ん と う 、

お こ し 、 ラ ム ネ 、 サ イ ダ

ー 、 こ ぶ 茶 な ど 当 時 の も

の）  

→ 読 み 聞 か せ （ 昔 話 、 お

とぎ話）  

２ ・ カ ラ オ ケ Ｂ Ｏ Ｘ と 歌

ご え 喫 茶 （ 予 約 制 ・ 時 間

制限）有料   



昭 和 時 代 に 流 行 し た 曲 の

み  

③ パ フ ォ ー マ ン ス 広 場

（ テ ン ト ） 簡 単 な ス テ ー

ジ、椅子  

・ フ ォ ー ク ソ ン グ の 日 、

三味線やお琴の日  

・おはやし体験  

※ 市 民 の 希 望 者 を 募 っ て

発表の場とする  

④ 敷 島 神 社 と 田 子 山 富 士

塚  

夏 祭 だ け で な く も っ と 活

発に利用する  

⑤ 川 下 り と 親 水 公 園 の 四

季を楽しむ  

→ 桜 、 春 の 花 畑 、 あ じ さ

い 、 コ ス モ ス 、 彼 岸 花 だ

け で な く も っ と 一 年 中 花

を 楽 し め る よ う に 植 栽 す

る  

→デイキャンプ場  

→ 茶 屋 （ お し ゃ れ な 店 で

は な く 、 時 代 劇 に 出 て く

る よ う な ） お 汁 粉 、 団

子、あんみつ  

→ 弁 当 屋 （ ご く 簡 単 で シ

ンプルに）  

→出張かき氷  

2 
全

般  

平 素 よ り 大 変 お 世 話 に な

っ て お り ま す 。 「 志 木 市

民 中 心 市 街 地 活 性 化 基 本

計 画 （ 素 案 ） 」 を 拝 見 し

ま し た の で 、 以 下 に 意 見

を 述 べ さ せ て い た だ き ま

す。  

個 人 的 に は メ イ ン ス ト リ

ー ト （ 中 央 通 停 車 場 線 ）

に お け る 商 業 集 積 の 促 進

に 関 し て は 非 常 に 期 待 し

て お り ま す が 、 そ れ だ け

で は 取 り 組 み が 不 足 し て

い る と 感 じ て お り ま す 。

素 案 に も 記 載 が あ り ま し

た が 、 多 く の 商 業 施 設 は

ユ リ ノ キ 通 り 以 南 に 所 在

し て い る た め 、 メ イ ン ス

トリートの本町 1 丁目寄

商 業 施 設 の 誘 致 に つ き ま し て は 、

ま ず は 出 店 す る 企 業 側 の 判 断 が 必

要 で あ り ま す が 、 本 計 画 で は 、 個

店 の 魅 力 を 高 め て い く よ う な 取 り

組 み の ほ か 、 個 店 間 で の 相 乗 効 果

を 発 揮 で き る よ う な 商 店 街 と し て

の 空 き 店 舗 対 策 や 、 新 規 店 舗 等 の

立 地 を 促 進 す る こ と も 掲 げ て お り

ま す 。 魅 力 的 な 商 業 施 設 が 立 地 し

や す い 条 件 整 備 を 進 め る な ど 、

「 歩 い て 暮 ら せ る コ ン パ ク ト な ま

ち づ く り 」 の 実 現 に 向 け 、 生 活 環

境 や 商 業 環 境 の 維 持 ・ 向 上 に 努 め

て参ります。  

○  



り に 日 常 の 買 い 物 利 便 性

が 高 い ス ー パ ー な ど の 商

業 施 設 の 誘 致 を 希 望 し ま

す。  

自分は志木市本町 1 丁目

に 住 ん で い ま す が 、 メ イ

ン ス ト リ ー ト の い ろ は 商

店 会 に 魅 力 的 な 商 業 施 設

が 無 く 、 同 居 し て い る 家

族 も ほ と ん ど 利 用 し て い

ま せ ん 。 小 規 模 な ロ ー ソ

ンストア 100 以外にフラ

ン チ ャ イ ズ や チ ェ ー ン 展

開 し て い る 商 業 施 設 が 無

い た め 、 現 実 的 に は 駅 前

の ス ー パ ー で あ る カ ス ミ

や ビ ッ グ エ ー 、 丸 井 食 遊

館 、 ユ リ ノ キ 通 り 沿 い の

ヤ オ コ ー ま で 移 動 し て 買

い 物 を し て い ま す 。 そ の

た め 、 公 民 館 な ど の 教

育 ・ 文 化 施 設 は 近 い の で

す が 、 買 い 物 な ど を 近 隣

だ け で 完 結 で き ず 住 み や

す い 環 境 で あ る と は 考 え

ていません。  

前 出 の よ う な 商 業 施 設 を

誘 致 す る こ と は 、 今 後 の

志 木 市 中 心 部 居 住 者 の 生

活 イ ン フ ラ と し て も 、 中

心 市 街 地 に 賑 わ い を 生 む

に も 有 効 だ と 思 い ま す 。

個 人 的 に は 新 座 に 新 規 オ

ー プ ン し た オ ー ケ ー ス ト

ア や 業 務 ス ー パ ー の よ う

な 魅 力 的 な 店 舗 が あ れ ば

志 木 駅 前 か ら の 人 の 誘 導

に も つ な が る と 考 え て い

ます。  

今 後 は 志 木 市 民 会 館 と 市

民 体 育 館 の 複 合 施 設 を 建

設 す る た め 、 今 ま で よ り

も 来 訪 者 が 買 い 物 を す る

機 会 も 増 え る と 予 想 さ れ

ま す 。 地 元 の 競 争 力 の 低

い 個 人 商 店 の フ ラ ン チ ャ

イ ズ 化 や 安 心 し て 気 軽 に

立 ち 寄 れ る 商 業 施 設 を 誘



致 す る こ と が 、 未 来 の 居

住 者 獲 得 に も 町 の 魅 力 の

増 大 に も つ な が る と 考 え

ております。  

以 上 で ご ざ い ま す が 、 可

能 で し た ら 今 後 意 見 を 述

べ る 機 会 に お 声 が け い た

だ け る と あ り が た い で

す。  

今 後 と も 何 卒 よ ろ し く お

願い申し上げます。  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「志木市地域共生社会を実現するための条例」  基本的な考え方（案）  

 

 

１  意見公募期間  

  令和４年１１月２１日 (月 ) ～  令和４年１２月２０日 (火 ) 

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、共生社会推進課、総合福祉センター、第二福祉セン

ター、柳瀬川駅前出張所、志木駅前出張所、いろは遊学館、宗岡公民

館、宗岡第二公民館、柳瀬川図書館、いろは遊学図書館  

 

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

５人  ２人  １１件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No. 公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 
全

般  

共 生 社 会 の 実 現 を 目 指 す

の が 目 的 な の で 、 す べ て

の 市 民 、 子 供 や 障 が い 者

の 方 に も こ の 内 容 が 分 か

る 文 書 の 作 成 お 願 い し ま

す 。 例 え ば 、 知 的 障 が い

者 で あ れ ば イ ラ ス ト 、 視

覚 障 が い 者 の 方 に は 点 字

も し く は 音 声 。 神 奈 川 県

の 事 例 が 下 記 ア ド レ ス に

あるのでご参考迄  

https://news.yahoo.co.j

p/articles/706bdcf64290

37b6de18e722b5d9c290d04

ad362 

市 で は 条 例 の 周 知 啓 発 を 行 う た め

に パ ン フ レ ッ ト 等 の 作 成 を 予 定 し

て お り 、 子 ど も や 障 が い の あ る 方

に と っ て 分 か り や す い 内 容 と な る

よ う 工 夫 し な が ら 周 知 し て ま い り

ます。  

○  



2 
全

般  

市 役 所 も 限 ら れ た 予 算 の

中 で 行 っ て 行 か な け れ ば

な ら な い の で 、 基 本 は 市

民 や 志 木 市 に あ る 事 業 者

が 主 体 と な っ て 行 う 、 市

役 所 は そ の 啓 蒙 活 動 や 理

解 促 進 に 努 め る と 明 記 し

たらいかがでしょうか ?ま

た 、 言 葉 が 見 つ か ら ず 直

接 的 な 表 現 で 誠 に 申 し 訳

ご ざ い ま せ ん が 、 よ く 生

活 弱 者 の 方 や 障 が い を お

持 ち の 方 の 中 で 、 す べ て

市 役 所 等 に お ん ぶ に だ っ

こ (頼 る )方 が い ら っ しゃ

るかと思います。  

共 生 社 会 の 実 現 に は 、 一

人 ひ と り の 市 民 や 事 業 者

が 自 分 が で き る こ と で 参

加 し て い か な い と い け な

い と 思 い ま す 。 参 加 の 仕

方 は 何 で も い い ん で す 。

自 分 の で き る こ と で 。 い

け な い の は 参 加 し な い 、

す べ て 人 頼 み は 絶 対 に ダ

メ と 明 記 も し て 欲 し い で

す 。 そ う し な い と 結 局 は

行 政 頼 み で 費 用 は か さ む

だ け と な っ て し ま う 。 限

ら れ た 経 費 で 、 市 民 や 市

内 の 事 業 者 、 全 員 で 共 生

社 会 の 実 現 を 目 指 す と い

う 強 い 意 志 が 必 要 で 、 そ

の 理 解 促 進 、 啓 蒙 に 市 役

所 は 全 力 を 尽 く し て 欲 し

いと思います。  

 地域共生社会の実現には、市が地

域 の 主 体 性 や 自 発 性 が 損 な わ れ な

い よ う に 配 慮 し な が ら 、 体 制 の 整

備 、 施 策 の 実 施 、 理 解 促 進 な ど の

取 組 を 行 う こ と と 合 わ せ て 、 ひ と

り 一 人 の 市 民 や 事 業 者 が 自 ら 、 自

分 の で き る こ と を 考 え 、 地 域 社 会

を 構 成 す る 一 員 と し て 社 会 参 加 し

ていくことが必要であります。  

い た だ い た ご 意 見 を 踏 ま え ま し

て 、 本 条 例 が 、 市 、 市 民 、 事 業 者

が 一 体 と な っ た 地 域 共 生 社 会 の 実

現 を 目 指 す も の で あ る こ と を 周

知、啓発してまいります。  

○  

3 
全

般  

図 書 館 で 偶 然 こ の 案 を 手

に し ま し た 。 一 市 民 よ り

コメントします。  

何 よ り も ま ず 、 誰 が 、 何

の た め に 、 ど の よ う な 立

場 で 、 ど こ に こ の 案 を 提

案 し て い る の か が 不 明 で

あ る 。 そ の た め 誰 の た め

に 誰 に よ る 条 例 案 な の か

定 か で は な い 。 試 み に 、

タ イ ト ル を 、 冒 頭 の 「 志

条 例 で は 基 本 的 な 理 念 や 施 策 の 方

向 性 を 示 し て い る と こ ろ で あ り 、

ご 意 見 を い た だ き ま し た 本 市 の 特

色 や つ な が り を 生 か し た 地 域 共 生

社 会 の 実 現 に 向 け て は 、 事 業 を 進

め る 際 に 、 本 条 例 の 基 本 理 念 や 基

本 施 策 に 合 致 さ せ 取 り 組 ん で い く

よう考えております。  

ご 指 摘 を い た だ い て い る と お り 、

本 市 は 狭 隘 な 市 域 の 中 に 、 そ れ ぞ

れ 独 自 の 地 域 性 が あ る こ と か ら 、

○  



木 市 」 を 消 去 し て 読 ん で

み る と よ い 。 一 体 ど こ の

自 治 体 の 条 例 案 で あ ろ う

か ？ 全 国 す べ て の 自 治 体

に 適 応 で き る 条 例 案 で あ

る 。 ひ ょ っ と す る と 、 こ

の 文 書 の 後 に 提 案 さ れ る

本 格 的 な 条 例 案 の （ 中 央

官 庁 か ら 提 案 さ れ た ） 前

文 で あ る の か も し れ な

い。  

し か し 、 我 々 は 、 中 央 官

庁 の い う よ う な 無 味 乾 燥

な い わ ゆ る 「 自 治 体 」 に

居 住 し て い る わ け で は な

い 。 東 京 郊 外 の 、 歴 史 あ

る 、 地 政 学 的 に 特 色 あ る

小 さ な 自 治 体 で あ る 。 そ

の 志 木 市 の 地 域 共 生 社 会

を 実 現 す る た め に は 、 現

在 の 志 木 市 に は ど の よ う

な 問 題 が あ り 、 そ れ を 解

決 す る た め に 、 志 木 市 ら

し い ど の よ う な 考 え 方 ・

方 法 が あ る の か を 探 る の

が こ う し た 条 例 の ね ら い

で あ ろ う 。 無 色 透 明 な

「 自 治 体 」 の た め の 問 題

提 起 ・ 解 決 策 で あ る べ き

ではない。  

地 域 共 生 社 会 を 実 現 す る

た め に 志 木 市 が 現 在 抱 え

て い る 諸 問 題 に つ い て は

そ れ ぞ れ の 現 場 に お い て

こ れ ら に 関 わ っ て い る 専

門 家 集 団 に お 任 せ し た

い 。 し か し な が ら 、 そ れ

ら の 解 決 策 に つ い て も こ

の ま ま 代 替 案 を 示 さ な い

の で は 無 責 任 の そ し り を

免れない。  

 そ こ で 解 決 策 ・ 施 策 の

考 え 方 に つ い て 、 地 政 学

的 な 特 色 を 生 か し た 以 下

の 様 な 基 本 的 考 え 方 を 提

案しておきたい。  

  志 木 市 は 、 地 政 学 的 に

大きく言って 3 地域によ

特 色 の あ る 志 木 市 ら し い 地 域 共 生

社 会 の 実 現 に 向 け て 、 体 制 の 整

備 、 施 策 の 実 施 、 理 解 促 進 な ど に

努めてまいります。  



っ て 構 成 さ れ て い る 。 大

き な 川 に 挟 ま れ 農 業 を 主

体 と し た 宗 岡 、 野 火 止 用

水 の 両 岸 に 沿 っ た か つ て

の 商 業 地 域 で あ る 引 又 、

館 村 時 代 の 農 村 現 在 の 新

興 住 宅 地 域 、 で あ る 。 こ

れ ら の そ れ ぞ れ に は 伝 統

に 根 差 し た 異 な る 地 域 共

生 社 会 が 培 わ れ 、 あ る い

は そ の 一 部 は 衰 退 し つ つ

あ る 。 宗 岡 地 域 に は 洪 水

に 備 え た 地 域 共 同 体 、 商

業 地 域 に は 商 人 の 間 の 付

き 合 い の 習 わ し 、 新 興 住

宅 地 域 に は 、 全 く 希 薄 な

住 民 意 識 の 中 で 育 ま れ つ

つ あ る 絆 意 識 、 な ど な ど

で あ る 。 そ れ ぞ れ に 特 色

あ る こ れ ら 地 域 共 生 社 会

を 実 現 す る た め の 「 種 」

を 見 つ け 出 し 、 そ れ ぞ れ

を 育 て 、 総 じ て 志 木 市 独

特 の 市 民 意 識 へ と 融 合 ・

進 化 さ せ て い く こ と が 肝

要 か と 推 察 さ れ る 。 検 討

を願いたい。  

 

4 
全

般  

① 手 話 言 語 条 例 （ 県 ・

市 ） の 役 割 と は 〈 市 町 村

手 話 言 語 モ デ ル 条 例 の ポ

イント〉  

◆市町村の責務   

（ 1）手話でコミュニケー

シ ョ ン し や す い 地 域 社 会

を構築すること。  

（ 2）手話の普及と手話に

よ る 意 思 疎 通 と 社 会 参 加

の保障を行うこと。   

（ 3） 市 町 村 民 や 事 業 者

は 、 市 町 村 の 施 策 に 協 力

し 、 手 話 の 普 及 や ろ う 者

が 利 用 し や す い サ ー ビ ス

や 働 き や す い 環 境 を 整 備

す る 役 割 が あ る こ と 。 ま

た 、 ろ う 者 自 身 も 理 解 の

促 進 及 び 手 話 の 普 及 の 役

割があること。  

手 話 は 、 日 本 語 と は 異 な る 言 語 で

あ る こ と に つ い て の 社 会 的 認 知 や

理 解 が 深 ま る よ う 周 知 に 取 り 組 む

と と も に 、 い た だ い た ご 意 見 を 参

考 に 、 今 後 、 普 及 や 理 解 の 促 進 を

進めてまいります。  

な お 、 こ の 度 の 地 域 共 生 社 会 を 実

現 す る た め の 条 例 に つ き ま し て

は 、 手 話 と い う 言 語 の 周 知 を 含

む 、 さ ま ざ ま な 障 が い を 含 め 、 広

く 福 祉 分 野 に 係 る 課 題 を 捉 え る も

の と な っ て お り 、 制 定 に あ た っ て

は 、 そ れ ぞ れ 関 係 す る 皆 様 か ら も

ご意見を伺っております。  

具 体 的 な 取 組 に つ い て は 、 新 た に

パ ン フ レ ッ ト 等 を 作 成 し 、 詳 し く

記載してまいります。  

 



◆市町村条例の施策   

（ 1）手話でコミュニケー

シ ョ ン し や す い 地 域 社 会

を作る。   

（ 2）ろう者に関わる公的

機 関 を は じ め 、 商 業 施 設

な ど の 企 業 、 町 内 会 な ど

の 住 民 、 地 域 の 小 学 校 ・

中 学 校 な ど へ 手 話 を 普 及

すること。（ 3）手話奉仕

員 養 成 講 座 の 開 催 や 手 話

通 訳 者 の 配 置 、 手 話 通 訳

者 の 身 分 向 上 な ど 、 手 話

通訳制度等の施策推進。   

② 手 話 言 語 条 例 を 制 定 し

た自治体の施策   

（ 1）「手話を学ぶ機会の

確保」  

（ 2）「学校における手話

の普及」  

（ 3）「手話通訳者等の確

保、養成等」   

（ 4）「手話を使いやすい

環境の整備」  

（ 5）「事業者への支援」  

◆ お 願 い  言 語 条 例 に 関

す る 制 定 や 見 直 し に 伴 う

改 定 は 、 聴 覚 障 が い 者 団

体 の 関 係 者 に 確 認 の 上

で 、 推 進 し て い た だ き た

い。  

各 自 治 体 が 取 り 組 ん で い

る施策   

（ 1）「手話を学ぶ機会の

確保」   

● 市 民 や 職 員 向 け ミ ニ 手

話 講 習 会 ・ 啓 発 事 業 の 新

設  ●地域や企業向けの手

話 学 習 の 出 前 講 座 の 実 施  

● 手 話 ポ ス タ ー や ハ ン ド

ブックの作成、配布  ●手

話 を 学 べ る 動 画 の 制 作 や

配信  ●図書館に手話の本

コーナーの設置など   

（ 2）「学校における手話

の 普 及 」 ● 学 校 （ 小 、

中 、 高 ） に 手 話 の 授 業 の

取り入れ  ●幼稚園や保育



園 で ミ ニ 手 話 学 習 や 出 前

講 座  ● ろ う 学 校 教 職 員

の 手 話 研 修 （ 手 話 を 使 っ

た 授 業 へ の 到 達 を 目 指 し

て）など  

（ 3）「情報保証の手段の

確保、養成等」   

● 手 話 通 訳 者 養 成 ・ 派 遣

事 業 の 充 実 （ 予 算 増 額 な

ど ） ● 手 話 奉 仕 員 養 成 事

業 の 開 始 、 開 催 回 数 増 加  

● 手 話 通 訳 士 ・ 者 の 資 格

を 持 っ た 正 規 職 員 の 採 用  

● 手 話 通 訳 士 試 験 の 受 験

料の補助  ●意思疎通支援

の拡充  ●手話奉仕員や手

話 通 訳 者 の 現 任 研 修 の 拡

充  ●設置通訳者の処遇改

善（資格手当等）など  

（ 4）「手話を使いやすい

環境の整備」   

● ろ う あ 者 相 談 員 の 配

置 、 社 会 生 活 訓 練 事 業

等 、 相 談 体 制 の 整 備 や 生

活 支 援  「 手 話 言 語 」  を

広 め る 思 い は 自 治 体 に も

～ 手 話 言 語 条 例 ～ ● 公 共

交 通 機 関 や 施 設 の 窓 口 応

対 の た め に 、 タ ブ レ ッ ト

を 利 用 し た 遠 隔 手 話 通 訳

サービスの開始など  

（ 5）「事業者への支援」   

● 企 業 、 社 会 福 祉 法 人 、

NPO 法 人 が 手 話 学 習 会 を

開 催 す る に あ た り 、 学 習

会 開 催 補 助 金 制 度 を 新 設  

● 企 業 等 の 従 業 員 が 手 話

検 定 等 を 受 験 す る 際 の 受

験料補助制度を新設    

③ 特 色 あ ふ れ る 施 策 条 例

を 制 定 し た 自 治 体 の 中 で

は 、 前 述 の 施 策 以 外 に 地

域 の 特 色 あ ふ れ る 施 策 や

先 進 的 な 施 策 に 取 り 組 ん

でいる自治体もあり。   

● 手 話 パ フ ォ ー マ ン ス 甲

子園…鳥取県  ●手話言語

条 例 制 定 イ ベ ン ト 等 … 北



海 道 石 狩 市 、 北 海 道 新 得

町、  三重県松阪市、北海

道 帯 広 市 ● 医 療 機 関 に お

け る 手 話 の 普 及 … 福 島 県

郡 山 市  ● 災 害 時 の 手 話

に お け る 情 報 取 得 及 び 意

思 疎 通 の 支 援 や ま た そ の

人 材 の 養 成 … 長 野 県 、 福

島県郡山市  ●手話で観光

客 を お も て な し … 三 重 県

伊 勢 市 、 京 都 府 京 都 市 、

三重県  

5 
目

的  

目 的 、 誰 も が 住 み 慣 れ た

地 域 で 、 み ん な が つ な が

り 、 安 心 し て 自 分 ら し く

暮 ら せ る ま ち 、 住 み 続 け

た い ま ち の 実 現 に 寄 与 す

ることを目的とする。   

・ 子 ど も ・ 障 が い 者 ・ 高

齢 者 ・ 生 活 困 窮 者 ・ ケ ア

ラ ー （ 障 が い 等 に よ り 援

助 を 必 要 と す る 親 族 等 に

対 し て 、 無 償 で 日 常 生 活

上 の 世 話 等 を 提 供 す る

者）  

・ 「 ヤ ン グ ケ ア ラ ー （ ケ

ア ラ ー の う ち 、 十 八 歳 未

満 の 者 ） な ど 個 々 の 状 況

に か か わ る こ と な く 」 の

後 に ※① 「 誰 も が 対 等 に

一 人 の 人 間 と し て 尊 重 さ

れ る べ き 存 在 で あ り 、 侵

さ れ な い 権 利 を 持 っ て い

る。」を入れる。  

・ 「 そ の 実 現 に 向 け た 施

策 の 推 進 に 関 し て 、 よ り

ど こ ろ に な る 基 本 理 念

や 、 基 本 と な る 事 項 」 の

後 に 、 ※② 「 や 条 例 」 を

入れる。  

追加理由  

※ ① 障 害 者 差 別 解 消 法 に

明記されている  

※ ② 手 話 言 語 条 例 制 定 を

目指すため  

手 話 に つ い て は 、 本 条 例 の 中 で 言

語 で あ る こ と を 明 記 し 、 日 本 語 と

異 な る １ つ の 言 語 で あ る 旨 を パ ン

フ レ ッ ト 等 で 周 知 し て ま い り ま

す。  

な お 、 そ の 他 い た だ い た ご 意 見 に

つ い て は 、 条 文 の 表 現 に お い て 参

考にさせていただきます。  

 



6 
定

義  

定 義 「 ・ 「 地 域 共 生 社

会 」 ： 年 齢 や 障 が い の 有

無 な ど に 関 わ ら ず 、 支 援

を 受 け る 人 ・ 支 援 を 行 う

人 、 分 け 隔 て な く 」 の 後

の 「 皆 で 」 を ※ ③ 「 全 て

の市民」に変更する。  

「 社 会 の 担 い 手 と し て 」

の 後 に 、 ※ ④ 「 条 例 の も

と」を入れる。   

追加理由  

※ ③ 皆 で で は な く 、 全 て

の市民にした  

※ ④ 手 話 言 語 条 例 制 定 を

目指すため  

手 話 に つ い て は 、 本 条 例 の 中 で 言

語 で あ る こ と を 明 記 し 、 日 本 語 と

異 な る １ つ の 言 語 で あ る 旨 を パ ン

フ レ ッ ト 等 で 周 知 し て ま い り ま

す。  

な お 、 そ の 他 い た だ い た ご 意 見 に

つ い て は 、 条 文 の 表 現 に お い て 参

考にさせていただきます。   

7 

基

本

施

策  

・ イ ン ク ル ー シ プ 教 育 の

推 進 と 実 現 に 取 り 組 む こ

と  

・ 障 害 の 有 無 に 関 わ ら

ず 、 地 域 の 児 童 が 地 域 の

学 校 現 場 で 共 に 生 活 し 学

ぶ イ ン ク ル ー シ プ 教 育 を

推進する努力をすること  

(説明と意見 ) 

年 齢 や 障 が い の 有 無 な ど

に 関 わ ら す 、 支 援 を 受 け

る 人 も 支 援 を 行 う 人 も 、

分 け 隔 て な く 皆 で 支 え 、

支 え ら れ 、 社 会 の 担 い 手

と し て 誰 も が 生 き が い を

持 っ て 輝 く こ と か で き る

社 会 を 実 現 す る た め に

は 、 イ ン ク ル ー シ プ 教 育

を 推 進 、 実 現 す る 必 要 が

あ り ま す 。 障 害 者 権 利 条

約 で は 、 イ ン ク ル ー シ プ

教 育 を 受 け る 権 利 を 人 権

と し て 保 障 し て い ま す 。

障 害 者 基 本 法 に お い て

も 、 す べ て の 障 害 者 は 、

社 会 を 構 成 す る 一 員 と し

て 社 会 、 経 済 、 文 化 そ の

他 あ ら ゆ る 分 野 の 活 動 に

参 加 す る 機 会 が 確 保 さ れ

る こ と や 、 す べ て の 国 民

が 障 害 の 有 無 に よ っ て 分

け 隔 て ら れ る こ と な く 、

教 育 の 現 場 で は 、 共 生 社 会 の 実 現

に 向 け て 、 「 障 害 者 の 権 利 に 関 す

る 条 約 」 に 基 づ く イ ン ク ル ー シ ブ

教 育 シ ス テ ム の 理 念 が 重 要 で あ

り 、 そ の 構 築 の た め に 、 特 別 支 援

教 育 を 着 実 に 進 め て い く 必 要 が あ

る と 考 え て お り ま す 。 具 体 的 に

は 、 子 ど も 一 人 一 人 の 教 育 的 ニ ー

ズ に 応 え た 連 続 性 の あ る 「 多 様 な

学 び の 場 」 を 整 備 す る と 同 時 に 、

交 流 及 び 共 同 学 習 を 推 進 し て お り

ます。  

こ の 度 の 地 域 共 生 社 会 の 実 現 に 向

け た 条 例 に お い て も 、 障 が い の 有

無 に か か わ ら ず 、 次 世 代 を 担 う す

べ て の 子 ど も た ち が 相 互 に 理 解 を

深 め て い く こ と が 基 本 で あ る と 考

えております。  

○  



相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重

し 合 い な が ら 共 生 社 会 を

実 現 す る た め 、 障 害 者 の

社 会 参 加 の 支 援 等 の た め

の 施 策 を 講 じ る 必 要 性 を

述べています。  

相 互 に 人 格 と 個 性 を 尊 重

し 合 い な が ら 共 生 社 会 を

実 現 す る た め に は 、 幼 少

の う ち に 教 育 の 現 場 か ら

共 生 し て い く こ と か 重 要

で す 。 教 育 の 現 場 、 学 校

現 場 か ら 障 害 を 有 す る 児

童 と 有 し な い 児 童 と が 共

に 生 活 し 学 ぶ こ と で 、 自

然 と 、 お 互 い の 理 解 、 存

在 の 平 等 、 い ろ ん な 人 が

い て 当 た り 前 だ と い う こ

と 、 お 互 い を 助 け 合 う 気

持 ち を 育 ん で い く こ と が

で き 、 成 人 し て か ら の 生

活 に お い て も 、 障 害 者 が

地 域 社 会 に 認 知 さ れ 、 社

会 参 加 し て い く こ と を 容

易にします。  

学 校 教 育 法 施 行 令 で は 、

す べ て の 子 ど も が 地 域 の

通 常 の 学 級 に 通 う こ と を

原 則 と し て い ま す が 、 現

状 は 分 離 教 育 が す す ん で

い る 実 態 が あ り ま す 。 分

離 教 育 に お い て は 、 相 互

理 解 や 障 害 者 の 地 域 で の

認 知 を 生 む こ と は 難 し

く 、 障 害 者 が 地 域 社 会 に

参 加 し て い く こ と に は 困

難 さ を 生 む 要 因 と な っ て

い ま す 。 ま た 、 共 生 社 会

の 実 現 に お い て は 、 な に

よ り 、 本 人 の 意 思 の 尊 重

が 基 本 理 念 と し て な く て

は な り ま せ ん 。 「 そ の も

の の 人 生 を 生 き る の は そ

の も の で あ る 」 。 障 害 者

も 、 ど こ で 誰 と 生 活 す る

か に つ い て の 選 択 の 機 会

が 確 保 さ れ る べ き で あ

り 、 地 域 社 会 で 、 地 域 の



子 ど も た ち と と も に 学 び

育 ち た い と い う イ ン ク ル

ー シ プ 教 育 を 望 む 場 合 に

は 、 本 人 の 選 択 が 尊 重 さ

れ 、 合 理 的 配 慮 と 共 に 実

現 さ れ る 社 会 を 造 る 取 り

組むことが必要です。  

 イ ン ク ル ー シ プ 教 育 の

実 現 、 教 育 の 現 場 か ら 共

生 社 会 を 造 っ て い く と い

う 考 え 方 を 盛 り 込 ん だ 条

例 と な る こ と を こ こ に 意

見致します。  
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基

本

施
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こ れ は 市 役 所 が 行 う と い

う 理 解 で よ ろ し い で し ょ

うか ?主語がはっきりして

い な い の で 、 誰 が 行 う の

かを明記してください。  

実 施 主 体 は 市 や 市 民 、 事 業 者 と な

り 、 そ れ ぞ れ が 各 取 組 を 行 う 際 に

本 条 例 の 基 本 理 念 等 に 則 っ て い た

だけるよう進めていくものです。  

 

○  
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障 が い の 有 無 に 関 わ ら ず

皆 で 支 え 合 う 社 会 を 目 指

す こ と は 良 い こ と だ と 思

い ま す が 、 障 が い に 対 す

る 知 識 と 理 解 が 不 可 欠 で

は な い で し ょ う か 。 手 話

に 関 わ る 活 動 を し て い ま

す が 、 共 生 社 会 を 目 指 す

た め 早 期 教 育 が 大 切 と 考

え ま す 。 小 学 ４ 年 生 と 中

学 の 授 業 で 、 福 祉 体 験 の

時 間 が あ り ま す が 、 と て

も 十 分 と は 言 え ま せ ん 。

福 祉 体 験 で 手 話 に 触 れ 興

味 を 持 っ て も そ こ で 終 わ

り と て も 勿 体 な い と 思 い

ます。  

聞 こ え な い 人 た ち と の 繋

が り が 持 て る よ う な 学 び

の 場 、 例 え ば 長 期 の 休 み

や 休 日 を 利 用 し た 講 座 、

ま た 坂 戸 ろ う 学 園 と の 交

流 な ど あ る と 良 い の で

は 。 ま た 、 手 話 通 訳 が 付

く 講 演 会 な ど ま だ ま だ 少

な い と 思 い ま す 。 申 入 制

市 で は 現 在 、 多 く の 人 に 障 が い に

対 す る 理 解 を 深 め て い た だ く た

め 、 小 ・ 中 学 校 に お け る 福 祉 体 験

の 授 業 と と も に 、 広 報 し き に お い

て 、 手 話 の 紹 介 を 行 っ て い る ほ

か 、 各 種 事 業 に お い て は 手 話 通 訳

者 を 手 配 す る よ う 取 り 組 ん で い る

ところです。  

今 後 に お き ま し て は 、 い た だ い た

ご 意 見 を 参 考 に 、 障 が い 者 理 解 促

進 に 向 け た 取 組 の さ ら な る 拡 充 に

努めてまいります。  

○  



の も の は 当 然 で す が 、 市

民 参 加 が 自 由 な も の に も

手 話 通 訳 が 付 け ば 、 自 ず

と 障 が い 理 解 へ の 関 心 も

高 ま る の で は な い で し ょ

うか。  

更 に 、 市 役 所 総 合 窓 口 に

手 話 通 訳 者 の 設 置 が あ れ

ば 、 手 話 が 第 一 言 語 の 人

は 庁 舎 内 の 用 事 が 容 易 に

な る と 思 い ま す 。 聞 こ え

る 人 も 聞 こ え な い 人 も 自

分 ら し く 生 き 生 き と 暮 ら

せ る 街 に な る こ と を 願 っ

ています。  
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３ .施策  

（１ )基本理念  

 「 ② 誰 も が 必 要 な 支 援

を 受 け る こ と で 、 」 の 後

に 、 ※ ⑤ 「 自 ら の 意 思 で

選択し、」を入れる。  

「 ③ 誰 も が 自 ら の 意 思 で

選 択 し 、 決 定 し 、 主 体 的

に 生 活 で き る こ と 。 」 を

削除する。   

「 （ ２ ） 」 後 に 、 ※ ⑥

「 条 例 の も と で 担 う 、 」

を入れる。   

【 市 】 「 ・ 地 域 共 生 社 会

の 実 現 に 向 け た 必 要 な 支

援 を 受 け ら れ る 体 制 の 整

備 に 努 め る こ と 。 」 の 次

に 、 ※⑦ 「 ・ 地 域 共 生 社

会 の 実 現 に 向 け た 計 画 作

成 時 に は 、 市 民 ・ 事 業 者

と 意 見 の 交 換 の 場 を 設 け

ること。」を追加する。  

「 ・ 地 域 共 生 社 会 の 実 現

に 向 け た 取 組 を 推 進 す る

た め に 」 ※ ⑧ 「 市 民 と と

もに」を入れる。   

「 ・ 地 域 共 生 社 会 の 実 現

に 向 け た 認 識 や 理 解 、 取

組 に つ い て 」 の 後 に ※ ⑧

追加「も」を入れる。   

(３ )基本施策  

「 ② 地 域 共 生 社 会 の 実 現

に 向 け た 活 動 へ の 参 加 を

手 話 に つ い て は 、 本 条 例 の 中 で １

つ の 言 語 で あ る こ と を 明 記 し 、 日

本 語 と 異 な る 言 語 で あ る 旨 を パ ン

フ レ ッ ト 等 で 周 知 し て ま い り ま

す。  

な お 、 そ の 他 い た だ い た ご 意 見 に

つ い て は 、 条 文 の 表 現 に お い て 参

考にさせていただきます。  

○  



促 進 し 、 事 業 者 及 び 市 民

が 自 主 的 に 解 決 を 図 る た

め の 活 動 を 支 援 す る 」 の

後 の 「 施 策 」 を 削 除 し 、

※⑨ 「 条 例 作 り 」 を 入 れ

る。   

「 ⑧ 多 様 な コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン の 理 解 ・ 尊 重 を す

る 施 策 や 、 」 の 後 に 、 ※

⑩ 「 聴 覚 障 が い 者 が 第 一

言 語 と し て 使 用 す る 」 を

入れる。  

※ ⑪ 「 ⑨ 共 生 条 例 を 制 定

す る と き 、 聴 覚 障 が い 者

が 第 一 言 語 と し て 使 用 す

る 手 話 も 、 手 話 言 語 に 関

す る 言 語 条 例 を 別 に 定 め

る。」を追加する。  

追加理由  

※ ⑤ 、 ③ を 削 除 し て 、 ま

とめる  

※⑥分かりやすい  

※⑦必要だから  

※⑧必要だから  

※ ⑨ 手 話 言 語 条 例 制 定 を

目指すため  

※ ⑩ 手 話 は 日 本 語 を 音 声

で は な く 、 手 指 や 表 情 を

変 え て 表 現 し て い る と 思

わ れ て い る が 、 手 話 は 日

本 語 と は 異 な る 言 語 で 、

独 自 の 語 彙 や 文 法 体 系 を

も っ て い る 言 語 。 聴 覚 障

がい者の母語になる。  

※ ⑪ 新 た に 追 加 し て 欲 し

い  
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◎  聞こえなくて困ったこ

と  

聞 こ え な い 人 、 聞 こ え に

く い 人 は 外 見 か ら は 見 え

ない障がい者です。  

中 で も 聞 こ え な い 人 は 、

生 ま れ た 時 か ら 手 話 と い

う 母 語 【 第 一 言 語 】 を 持

ち 、 手 話 で 学 び 、 手 話 で

考 え 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ

ン を と っ て 日 常 生 活 を 送

っています。  

い た だ い た ご 意 見 を 参 考 に 、 今

後 、 手 話 を 学 ぶ 機 会 の 拡 充 と と も

に 、 市 民 か ら の お 知 ら せ な ど を ご

案 内 を す る 際 に は 、 誰 に で も 分 か

り や す い 表 現 と な る よ う 工 夫 に 努

めてまいります。  
○  



手 話 は 見 る 言 葉 【 言 語 】

です。  

２ ０ ０ ６ 年 に 国 連 で 障 害

者 権 利 条 約 が 採 択 さ れ 、

手 話 は 言 語 と し て 認 め ら

れ ま し た 。 ２ ０ １ １ 年 に

は 障 害 者 基 本 法 が 改 正 さ

れ 、 第 三 条 に 「 言 語 【 手

話 含 む 】 」 と 規 定 さ れ 、

わ が 日 本 で も 言 語 と し て

認められています。  

最 近 で は 、 Ｔ Ｖ の Ｃ Ｍ に

字 幕 や 手 話 が つ く よ う に

な り 商 品 の 内 容 を 理 解 す

る こ と が で き る よ う に な

りました。  

し か し 、 あ る ろ う 者 が 市

役 所 の 総 合 受 付 で 筆 談 で

の 対 応 で 、 文 章 の 内 容 が

理 解 出 来 ず 大 変 困 っ た そ

うです。  

聞 こ え な い 人 の 中 に は 、

文 章 を 理 解 す る の が む ず

かしい方もいます。  

喋 れ る け れ ど も 、 聞 く こ

と が で き な い 人 も い ま

す。  

聞 こ え な い 人 と す べ て 筆

談 で 、 で き る と い う こ と

ではありません。  

内 容 を わ か り や す く 書 く

と い う 気 配 り も 大 切 で

す。  

手 話 に は 「 日 本 手 話 」

「 日 本 語 対 応 手 話 」 が あ

り ま す 。 そ れ ぞ れ 表 現 方

法 も 異 な り 、 聴 覚 障 害 を

持 つ 人 に よ っ て 使 う 手 話

が異なります。  

市 の 総 合 受 付 の み で は な

く 、 各 窓 口 で 簡 単 な 手 話

が 出 来 る 配 慮 が あ っ て 当

然だと思います。  

そ の た め に は 、 全 職 員

（ 会 計 年 度 任 用 職 員 、 委

託 先 業 者 の 職 員 含 む ）

に 、 手 話 言 語 を 学 ぶ 「 手

話 講 座 」 を 入 れ て く だ さ



い。  

ま た 、 公 的 な 文 章 は 一 般

市 民 で も わ か り に く い も

のがあります。  

聞 こ え な い 人 に は な お さ

らです。  

だ れ に で も わ か り や す い

言語を使ってください。  

ま た 、 だ れ で も 自 由 に 手

話 が 使 え る 環 境 を 作 っ て

ください。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「志木市地域防災計画（素案）」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和４年１２月９日 (金 ) ～  令和５年１月７日 (土 ) 

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、防災危機管理課、柳瀬川駅前出張所、志木駅前出張

所、いろは遊学館、宗岡公民館、宗岡第二公民館、柳瀬川図書館  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

１人  ０人  ４件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No. 公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 

【空き家対策】  

市内には長年空き家になって

いるものが多数見受けられ、

いつ倒壊してもおかしくあり

ません。災害発生を待たずに

早急に進めて頂きたいです。  

ご 意 見 い た だ き ま し た よ う に 、

近 年 、 全 国 的 な 人 口 減 少 や 高 齢

化 、 既 存 建 築 物 の 老 朽 化 、 社 会

的 ニ ー ズ の 変 化 球 び 産 業 構 造 の

変 化 等 を 背 景 に 空 き 家 等 が 増 加

傾 向 と な り 、 社 会 問 題 化 し て お

ります。  

ま た 、 空 き 家 対 策 に つ き ま し て

は 、 防 災 対 策 の 一 環 と し て も 、

平 時 か ら の 取 組 が 必 要 で あ る こ

と か ら 、 第 ２ 編 （ P15)に 対 策 を

追加いたしました。  

な お 、 具 体 的 に は 、 「 第 ２ 期 志

木 市 空 き 家 等 対 策 計 画 」 （ 令 和

３ 年 ３ 月 ） に 基 づ き 、 計 画 的 に

対策を進めてまいります。  

 

〇  



2 

【福祉避難所】  

一般の避難所については知っ

ているかもしれませんが、福

祉避難所に関してはまだまだ

周 知 さ れ て い な い の で は 。

「災害関連死」という問題に

対して福祉避難所の果たす役

割はとても大切と考えます。

市民に対してのＰＲ、該当す

る施設内の掲示（設置済みで

しょうか）などあればよいと

思います。  

令 和 ３ 年 ５ 月 の 災 害 対 策 基 本 法

施 行 規 則 の 改 正 に 伴 う 措 置 と し

て 、 市 が 指 定 す る 福 祉 避 難 所 及

び 受 入 対 象 者 に つ い て は 、 市 ホ

ー ム ペ ー ジ で 周 知 し て い る と こ

ろであります。  

ご 意 見 い た だ き ま し た 内 容 を 踏

ま え ま し て 、 今 後 、 施 設 内 の 掲

示 や さ ら な る Ｐ Ｒ の 検 討 を 進 め

てまいります。  

〇  

3 

【避難所における備蓄】  

いろいろな物を考えて頂いて

いますが、聞こえない・聞こ

え に く い 方 々 （ 高 齢 者 も 含

む）のスムーズなコミュニケ

ーションのためにも筆談ボー

ド（コミュニケーションボー

ド）も加えてください。  

筆 談 ボ ー ド に つ き ま し て は 、 避

難 所 に お い て 、 有 効 な コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン ツ ー ル で あ る た め 、

準備してまいります。  
〇  

4 

【ボランティア団体】  

支援協力としてボランティア

団体との連携とありますが、

該当するボランティア団体へ

のお願いや周知をされている

のでしょうか。また関連する

集まりや会議など進めて頂き

たいです。  

い た だ き ま し た ご 意 見 の 内 容 を

含 め 、 今 後 、 志 木 市 社 会 福 祉 協

議 会 や 市 内 の ボ ラ ン テ ィ ア 団 体

と 連 携 を 深 め て 、 具 体 的 な 取 組

を検討してまいります。  

〇  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「志木市一般廃棄物処理基本計画（素案）」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和４年１２月９日 (金 ) ～  令和５年１月７日 (土 ) 

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、環境推進課、柳瀬川駅前出張所、志木駅前出張所、

いろは遊学館、宗岡公民館、宗岡第二公民館、柳瀬川図書館  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

０人  ０人  ０件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

意見なし  －  －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「志木市ペット霊園の設置の許可等に関する条例の一部改正」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和４年１２月９日 (金 ) ～  令和５年１月７日 (土 ) 

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、環境推進課、柳瀬川駅前出張所、志木駅前出張所、

いろは遊学館、宗岡公民館、宗岡第二公民館、柳瀬川図書館  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

０人  ０人  ０件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

意見なし  －  －  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



「第３期志木市スポーツ推進計画（素案）」  

 

 

１  意見公募期間  

  令和５年１月１２日 (木 ) ～  令和５年２月１４日 (火 ) 

 

２  素案公表場所  

  市ホームページ、生涯学習課、柳瀬川駅前出張所、志木駅前出張所、

いろは遊学館、宗岡公民館、宗岡第二公民館、柳瀬川図書館、いろは遊

学図書館、市民体育館、秋ケ瀬スポーツセンター、市民会館  

 

３  意見公募状況  

人   数  
意  見  件  数  

個  人  団  体  

１人  ０人  ２件  

 

区         分  

◎  意見を反映し、修正・加除（一部を含む）を行ったもの  

○  原案のとおりとするもの  

△  その他（素案に直接関連のない内容等）  

 

No. 章  公募意見概要  公募意見に対する市の考え方  区分  

1 3 

１ ８ ペ ー ジ の ２ ０ 歳 以 上

４ ９ 歳 以 下 の ス ポ ー ツ 実

施 割 合 が 低 い こ と 、 ２ ２

ペ ー ジ の ス ポ ー ツ を 定 期

的 に 行 え な い 理 由 で 「 仕

事 等 が 忙 し く て ス ポ ー ツ

を し て い る 時 間 が な い 」

と 「 お 金 が か か る 」 が ス

ポ ー ツ を 定 期 的 に 行 え な

い 理 由 の 上 位 ２ つ に 来 て

い る こ と か ら 、 ス ポ ー ツ

の 推 進 を す る た め に は 現

役 世 代 の 負 担 軽 減 が 必 要

と 考 え ら れ ま す 。 そ の た

め 、 安 易 に ス ポ ー ツ 施 設

の 充 実 ・ 整 備 な ど を す る

の で は な く 、 歳 出 を 削 減

し現役世代の負担軽減 (住

民税減税など )をしていく

方 が 理 に か な っ て い る の

ではないかと考えます。  

２ ０ ～ ４ ０ 歳 代 の ス ポ ー ツ 実 施 率

の 向 上 に つ い て は 、 課 題 と し て 認

識 し て お り 、 こ れ ま で に 、 ス ポ ー

ツ を 始 め る き っ か け づ く り と し て

「 チ ャ レ ン ジ ス ポ ー ツ 事 業 」 や 、

働 く 世 代 を 対 象 と し た 「 ア ウ ト ド

ア ヨ ガ 事 業 」 を 実 施 し て き た と こ

ろです。  

今 後 は 、 ２ ０ ～ ４ ０ 歳 代 の さ ら な

る ス ポ ー ツ 実 施 率 の 向 上 に 向 け

て 、 誰 も が 利 用 し や す い 使 用 料 の

設 定 と 併 せ 、 身 近 な 地 域 で 利 用 で

き る 公 共 の ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備

や 、 若 い 世 代 を 中 心 に 親 し ま れ て

い る ア ー バ ン ス ポ ー ツ な ど の 新 し

い ス ポ ー ツ を 楽 し む 機 会 の 創 出 に

努めてまいります。  

○  



2 
全

体  

全体を通して、第 1 期、

第 2 期を行っているにも

関 わ ら ず 志 木 市 ス ポ ー ツ

推 進 計 画 で 使 用 さ れ た 金

額 に つ い て の 記 載 や 第 3

期 で 予 定 さ れ て い る 予 算

の 記 載 が ど こ に も あ り ま

せんでした。  

志 木 市 に 住 ん で お り 税 金

を 納 め て い る 側 と し て は

素 案 で あ っ た と し て も 意

見 を 募 集 す る の で あ れ

ば 、 ど の よ う な 施 策 が ど

の 程 度 の 予 算 を 計 画 し て

い る の か 、 過 去 実 施 し た

際 に ど の 程 度 の 支 出 で 行

わ れ て ど の よ う な 結 果 で

あ っ た か が 最 低 限 記 載 さ

れ て い な い と そ の 施 策 に

対 し て の 評 価 や 意 見 は で

き な い と 考 え て い ま す 。

ぜ ひ 予 算 や 第 １ 期 、 第 ２

期 で 実 際 に 使 用 さ れ た 金

額 の 記 載 を お 願 い し た い

です。  

本 計 画 に つ い て は 、 本 市 の ス ポ ー

ツ 分 野 に お け る 今 後 ５ 年 間 の 方 向

性 を 示 す も の で あ り 、 具 体 的 な 経

費 や 実 施 時 期 に つ い て は 、 各 年 度

に お け る 予 算 編 成 の 中 で 議 論 し て

まいります。  

                                                      

ま た 、 ス ポ ー ツ 推 進 計 画 の 上 位 計

画 に 当 た り ま す 、 将 来 ビ ジ ョ ン 実

行 計 画 に 予 算 に つ い て の 記 載 が あ

り ま す の で 、 ご 確 認 い た だ け れ ば

と存じます。  

○  

 


